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問
①
今
後
の
感
染
症
予
防
対
策
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
所
見
は
。
②
「
第
６
次
総

合
振
興
計
画
」「
吉
川
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
、「
吉
川
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
改
定
、

「
吉
川
市
環
境
保
全
指
針
」
の
改
定
、「
環

境
行
動
計
画
」
の
策
定
、「
文
化
芸
術
に

か
か
る
条
例
整
備
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関

連
性
も
意
識
し
た
計
画
」
と
策
定
目
白
押

し
の
一
年
、
所
見
を
。
③
流
域
治
水
の
考

え
方
は
。
④
「
小
学
校
全
学
年
35
人
学
級

へ
の
移
行
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
」
と

は
。
⑤
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の

段
階
的
導
入
と
は
。
⑥
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
」
の
導
入
の
考

え
は
。
⑦
障
が
い
者
福
祉
、
基
金
設
立
の

目
的
、
規
模
感
、
使
い
道
、
将
来
展
望
は
。

⑧
人
農
地
プ
ラ
ン
へ
ス
マ
ー
ト
農
業
の
視

点
を
。

答
①
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
最
優
先
で

守
る
。
②
将
来
目
指
す
べ
き
姿
と
理
念
を

共
有
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。
③
流
域
の
各
自
治
体
と
協
力
し
治
水

安
全
度
を
図
る
。
④
令
和
３
年
度
は
第
３

学
年
、
以
降
１
年
毎
に
１
学
年
ず
つ
実
施

し
令
和
６
年
度
に
全
小
学
校
実
施
を
目
指

す
。
⑤
本
年
度
は
吉
川
中
学
校
区
（
中
曽

根
小
、
美
南
小
、
吉
川
中
）
で
そ
の
後
全

中
学
校
区
へ
。
⑥
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。

⑦
障
が
い
者
の
就
労
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

支
援
へ
役
立
て
た
い
。
現
寄
付
金
１
８
０

０
万
円
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。
⑧
生
産
性

を
上
げ
て
い
く
に
は
こ
の
方
法
し
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
教
育
に
お
い
て
最
も
大
事
な
視
点
は

問
子
供
達
へ
の
「
教
育
に
」
お
い
て
、

ま
ず
、
子
供
達
が
根
本
に
持
つ
べ
き
も
の

を
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の

上
で
「
自
走
す
る
力
」
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
あ
た
り
こ
れ
か
ら
の
教
育

に
臨
む
こ
と
は
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

人
工
知
能
技
術
の
進
化
な
ど
変
化
の
激
し

い
時
代
に
お
い
て
、
子
供
達
は
何
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
か
。

答
激
し
い
変
化
は
常
に
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
が
、
子

供
達
は
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
大
人
よ

り
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
も
、
小
さ
な
子

供
で
も
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
事
を
踏
ま
え
て
の
「
教
育
と
は
」

と
言
え
ば
、
一
番
は
「
生
き
て
い
く
た
め

の
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
一
番
必
要
な
力
は
「
体
力
」
だ

と
考
え
る
。
体
を
鍛
え
る
、
そ
し
て
食
べ

物
に
し
っ
か
り
と
意
識
を
配
る
、
こ
の
二

つ
が
教
育
の
一
番
最
初
だ
と
考
え
る
。
高

齢
者
の
課
題
で
も
「
運
動
」
と
「
食
」
が

問
題
と
な
り
、
そ
こ
が
生
き
て
い
く
上
で

の
原
点
で
あ
る
。
そ
の
次
に
「
人
と
し
て

何
が
正
し
い
の
か
を
探
求
し
判
断
で
き
る

力
＝
学
力
」、
そ
し
て
大
事
な
の
は
そ
れ

を
「
実
現
す
る
力
＝
非
認
知
能
力
」
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
力
が
教
育
の
中
で
子
供
達

に
備
わ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

ム
商
品
券
の
発
行
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

整
備
等
を
行
っ
て
き
た
。
市
民
に
は
感
染

拡
大
へ
の
不
安
と
行
動
の
制
限
が
続
き
疲

弊
感
が
漂
う
。
事
業
者
も
制
約
の
中
で
影

響
を
受
け
て
い
る
。
課
題
は
、
市
民
の
生

命
を
守
り
社
会
・
経
済
活
動
と
の
両
立
を

図
る
こ
と
。

問
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
」
づ
く
り
と

接
種
率
向
上
策
。
医
師
会
と
の
調
整
は

　　
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
、
高
齢
者
の
い

の
ち
を
守
る
、
そ
こ
に
働
く
人
々
を
支
え

る
意
味
で
は
、
市
も
方
策
が
あ
る
と
思
う
。

県
と
協
調
し
組
み
立
て
て
い
く
。

問
雇
用
危
機
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者

や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
等
が
更
な
る
生
活
困

窮
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
女
性
自
殺
者

が
増
え
て
い
る
。
当
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
の
生
活
保
護
申
請
は
少
な
い
と
の

な
生
活
様
式
や
多
様
な
働
き
方
等
、
こ
れ

ま
で
と
異
な
る
社
会
・
経
済
状
況
を
的
確

に
捉
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
未
来
を
見

据
え
た
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
開
発
事

業
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
企
業

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
計

画
を
進
め
る
。

数
全
国
平
均
41
・
９
人
に
対
し
、
草
加
保

健
所
は
わ
ず
か
1.8
人
と
の
こ
と
。
市
と
し

て
、
県
に
対
し
保
健
師
の
増
員
を
求
め
る

べ
き
。

答
県
と
保
健
所
業
務
の
実
施
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
要
請
に
応
じ
保

健
所
業
務
に
従
事
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
必
死
で
働
く
保
健
師
を
い
か
に

支
え
る
か
、
県
と
協
同
し
て
い
く
。
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